






 科学研究費助成事業及び配分状況の概要  

○ 科学研究費助成事業は、全ての分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる独創的・先駆的な「学

術研究（研究者の自由な発想に基づく研究）」を対象とする「競争的研究費」です。

審査においては、質の高い優れた研究課題を選定するため、専門分野の近い複数の研究者による

審査である「ピアレビュー」方式によって、独立行政法人日本学術振興会及び文部科学省の審査を経

て、その配分が決定されています。 

○ 科学研究費助成事業には、研究計画の内容や期間、研究活動に必要な資金の規模により、様々な応

募区分（研究種目等）が設定されています（図 1）（表 1）。

○ 本概要では、科学研究費助成事業のなかでも、研究者個人や複数の研究者のグループによる研究

を対象としている主な研究種目(※1)のうち、令和 8年 8月までに交付内定が出された種目（※2）につ

いて、その新規採択状況を中心にポイントを紹介します。

（※）1 科学研究費助成事業の研究種目のうち、「特別推進研究」、「新学術領域研究」（研究領域提案型）、「学術
変革領域研究」（計画研究及び公募研究）、「基盤研究」（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ）、「挑戦的研究」（開拓及び萌
芽）、「若手研究」、「研究活動スタート支援」及び「国際共同研究加速基金」（国際先導研究）。 

2 上記 1 のうち、今後、交付内定予定の「研究活動スタート支援」及び「国際共同研究加 
速基金」（国際先導研究）は除いています。 

【図 1 科学研究費助成事業における主な研究種目のイメージ】 
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【表 1 科学研究費助成事業における研究種目等】 

令和8年8月現在
研 究 種 目 等 の 内 容 ・ 目 的

科学研究費
特別推進研究 新しい学術を切り拓く真に優れた独自性のある研究であって、格段に優れた研究成果が期待される

1人又は比較的少人数の研究者で行う研究
（3～5年間（真に必要な場合は最長7年間）2億円以上5億円まで（真に必要な場合は5億円を超える
応募も可能））

新学術領域研究
（研究領域提案型）※

【令和6(2024)年度（終了領域の成果とりまとめ経費）の公募をもって終了（令和8年度は公募研究
の継続課題のみ実施）】
多様な研究者グループにより提案された、我が国の学術水準の向上・強化につながる新たな研究領
域について、共同研究や研究人材の育成、設備の共用化等の取組を通じて発展させる
（5年間　1領域単年度当たり1,000万円～3億円程度を原則とする）

学術変革領域研究　※ （Ａ）多様な研究者の共創と融合により提案された研究領域において、これまでの学術の体系や方
向を大きく変革・転換させることを先導するとともに、我が国の学術水準の向上・強化や若手研究
者の育成につながる研究領域の創成を目指し、共同研究や設備の共用化等の取組を通じて提案研究
領域を発展させる研究
（5年間 1研究領域単年度当たり 5,000万円以上3億円まで（真に必要な場合は3億円を超える応募
も可能））

（Ｂ）次代の学術の担い手となる研究者による少数・小規模の研究グループ（3～4グループ程度）
が提案する研究領域において、より挑戦的かつ萌芽的な研究に取り組むことで、これまでの学術の
体系や方向を大きく変革・転換させることを先導するとともに、我が国の学術水準の向上・強化に
つながる研究領域の創成を目指し、将来の学術変革領域研究（A）への展開などが期待される研究
（3年間 1研究領域単年度当たり 5,000万円以下）

基盤研究 （Ｓ） 基金

（Ａ） 補助金

（Ｂ）

（Ｃ）

挑戦的研究 1人又は複数の研究者で組織する研究計画であって、これまでの学術の体系や方向を大きく変革・
転換させることを志向し、飛躍的に発展する潜在性を有する研究
なお、（萌芽）については、探索的性質の強い、あるいは芽生え期の研究も対象とする
　（開拓）3～6年間　　500万円以上 2,000万円以下
　（萌芽）2～3年間　　500万円以下

若手研究 博士の学位取得後8年未満の研究者（＊）が1人で行う研究
2～5年間　　500万円以下

（＊）博士の学位を取得見込みの者及び博士の学位を取得後に産前産後の休暇を取得又
は未就学児を養育していた場合は、当該期間を除くと博士の学位取得後8年未満
となる者を含む

研究活動スタート支援 研究機関に採用されたばかりの研究者や育児休業等の取得または未就学児の養育から復帰する研究
者等が1人で行う研究

1～2年間　　　300万円以下（研究期間が1年の場合は150万円以下）
奨励研究 教育・研究機関や企業等に所属する者で、学術の振興に寄与する研究を行っている者が1人で行う

研究
1年間 10万円以上　100万円以下

特別研究促進費　※ 緊急かつ重要な研究課題の助成
研究成果公開促進費

研究成果公開発表 学会等による学術的価値が高い研究成果の社会への公開や国際発信の助成
国際情報発信強化 学協会等の学術団体等が学術の国際交流に資するため、更なる国際情報発信の強化を行う取組への

助成
学術図書 個人又は研究者グループ等が、学術研究の成果を公開するために刊行する学術図書の助成
データベース 個人又は研究者グループ等が作成するデータベースで、公開利用を目的とするものの助成

特別研究員奨励費 日本学術振興会特別研究員（外国人特別研究員を含む。）が行う研究の助成
（3年以内（特別研究員―CPD（国際競争力強化研究員）は5年以内）

国際共同研究加速基金
国際先導研究 我が国の優秀な研究者が率いる研究グループが、国際的なネットワークの中で中核的な役割を担う

ことにより、国際的に高い学術的価値のある研究成果の創出を目指す。ポストドクターや大学院生
の参画により、将来、国際的な研究コミュニティの中核を担う研究者の育成にも資する。
（7年間（10年までの延長可）　5億円以下）

国際共同研究強化 【令和5(2023)年度公募以降改称】
科研費に採択された研究者が半年から1年程度海外の大学や研究機関で行う国際共同研究。基課題
の研究計画を格段に発展させるとともに、国際的に活躍できる、独立した研究者の養成にも資する
ことを目指す
（1,200万円以下）

海外連携研究 【令和6(2024)年度公募をもって終了（令和8年度は継続課題のみ実施）】
複数の日本側研究者と海外の研究機関に所属する研究者との国際共同研究。学術研究の発展ととも
に、国際共同研究の基盤の構築や更なる強化、国際的に活躍できる研究者の養成も目指す
（3～6年間　2,000万円以下）

帰国発展研究 海外の日本人研究者の帰国後に予定される研究（3年以内　5,000万円以下）

基金

研 究 種 目 等 補助金・基金の別

補助金

補助金

補助金

※の研究種目等の審査は、文部科学省が実施。

（Ｓ）1人又は比較的少人数の研究者が行う独創的・先駆的な研究
原則5年間　5,000万円以上 2億円以下

（Ａ・Ｂ・Ｃ）1人又は複数の研究者が共同して行う独創的・先駆的な研究
　　（Ａ）3～5年間　2,000万円以上 5,000万円以下
　　（Ｂ）3～5年間　　500万円以上 2,000万円以下
　　（Ｃ）3～5年間　　500万円以下

基金

基金

基金

基金

補助金

基金

補助金

基金

基金
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（Ⅰ）全体・研究種目別の状況について（資料 1） 

＜応募・採択状況＞ 

○ 令和 8年度（8月現在）の主な研究種目の新規応募件数は、9万 5,140 件で前年度よりも 4,329件

（4.8％）(※1)増加しました。増加件数の内訳としては、男性研究者が 2,791 件、女性研究者が 1,538

件であり、男性研究者、女性研究者ともに応募件数が大幅に増加しました。

新規採択件数は 2万 5,430 件(※2)で、前年度よりも 1,037 件（4.3％）増加しました。新規採択率

(※3)については 26.7％で、前年度比で 0.2 ポイント低下しました。 

なお、継続分を含めた助成件数全体は、8万 1,563 件となっています。 

○ 「若手研究」については、新規応募件数は 1万 4,771 件で、前年度よりも 888件（6.4％）増加し、

新規採択件数は 5,928 件で、前年度よりも 343 件増加しました。新規採択率は 40.1％で、前年度の

40.2％をわずかに下回りました。

（※）1 前年度の比較は令和 8 年 3 月公表データに基づく。なお、今回公表データに合わせ、前年度データからも

研究活動スタート支援と国際共同研究加速基金（国際先導研究）の新規応募件数・新規採択件数を除いた

件数となる。 

2 令和 7 年度補正予算で採択された研究課題分を含む。 

3 新規採択率とは、新規採択件数／新規応募件数。 

【図 2 科研費の応募・採択件数、採択率の推移（新規）】 

(※1) H8、H13、H18、H23、H28、R3、R8 は各第 1 期～第 7期科学技術・イノベーション基本計画の初年度。 

(※2)平成 30 年度以降は、「新学術領域研究（研究領域提案型）」の成果を取りまとめ経費は除く。 
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＜配分額＞ 

○ 令和 8年度（8 月現在）に採択及び継続された研究課題 8万 1,563 件（新規 2万 5,430 件、継続

5万 6,133 件）に対して配分された助成額は、約 2,302 億円（直接経費 1,771 億円、間接経費 531

億円）となっております。

○ 令和 8年度公募から新たに「挑戦的研究（萌芽）」に「若手支援強化枠」を導入し、若手研究者に

よる既存の学問体系に捉われないチャレンジングな研究課題に対しての配分により、新規採択分の 1

課題当たりの平均配分額（直接経費）は、「挑戦的研究（開拓）」が 6,504 千円（前年度比 53 千円

（0.8％）増加）、「挑戦的研究（萌芽）」が 2,288 千円（前年度比 8千円（0.4%）増加）となりました。

【図 3 科研費の１課題当たりの平均配分額（直接経費の推移）（新規+継続）】 
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【表 2 科研費（補助金分・基金分）配分状況一覧（令和 8年度 新規採択分 主な研究種目）】 

※資料 1-1-1 から抜粋・加工

令和8年8月現在

　科学研究費 〔 95,428 〕 〔 25,926 〕 〔 27.2 〕 〔 63,984,200 〕 〔 2,468 〕 〔 148,100 〕
95,140 25,430 26.7 62,949,277 2,475 163,200

【 18,884,783 】

　特別推進研究 〔 70 〕 〔 8 〕 〔 11.4 〕 〔 822,700 〕 〔 102,838 〕 〔 143,600 〕
87 9 10.3 893,400 99,267 163,200

【 268,020 】

　学術変革領域研究（Ａ） 〔 3,716  〕 〔 677  〕 〔 18.2 〕 〔 5,134,300 〕 〔 7,584 〕 〔 148,100 〕
4,004  729  18.2 5,196,600 7,128 145,900

【 1,558,980 】

計画研究 〔 1,409 〕 〔 147 〕 〔 10.4 〕 〔 3,619,400 〕 〔 24,622 〕 〔 148,100 〕

1,472 140 9.5 3,457,500 24,696 145,900
【 1,037,250 】

公募研究 〔 2,307  〕 〔 530 〕 〔 23.0 〕 〔 1,514,900 〕 〔 2,858 〕 〔 8,000 〕
2,532  589 23.3 1,739,100 2,953 7,900

【 521,730 】

　学術変革領域研究（Ｂ）　＊ 〔 632  〕 〔 81  〕 〔 12.8 〕 〔 707,100 〕 〔 8,730 〕 〔 20,900 〕
計画研究 690  83  12.0 692,077 8,338 16,800

【 207,623 】

　基盤研究 〔 61,845 〕 〔 16,758 〕 〔 27.1 〕 〔 44,133,000 〕 〔 2,634 〕 〔 126,300 〕
64,278 16,381 25.5 42,139,100 2,572 84,300

【 12,641,730 】

　基盤研究（Ｓ）　＊ 〔 568 〕 〔 69 〕 〔 12.1 〕 〔 3,004,400 〕 〔 43,542 〕 〔 126,300 〕
606 69 11.4 2,582,500 37,428 84,300

【 774,750 】

　基盤研究（Ａ） 〔 2,468 〕 〔 643 〕 〔 26.1 〕 〔 7,778,800 〕 〔 12,098 〕 〔 34,900 〕
2,548 612 24.0 6,899,500 11,274 32,800

【 2,069,850 】

　基盤研究（Ｂ）  ＊ 〔 12,312 〕 〔 3,290 〕 〔 26.7 〕 〔 17,085,500 〕 〔 5,193 〕 〔 17,200 〕
13,155 3,281 24.9 17,193,600 5,240 16,800

【 5,158,080 】

　基盤研究（Ｃ）　＊ 〔 46,497  〕 〔 12,756 〕 〔 27.4 〕 〔 16,264,300 〕 〔 1,275 〕 〔 4,700 〕
47,969  12,419 25.9 15,463,500 1,245 3,800

【 4,639,050 】

　挑戦的研究 〔 10,665 〕 〔 1,284 〕 〔 12.0 〕 〔 3,694,200 〕 〔 2,877 〕 〔 18,700 〕
11,310 2,300 20.3 6,028,900 2,621 17,000

【 1,808,670 】

　挑戦的研究（開拓）　＊ 〔 1,664 〕 〔 184 〕 〔 11.1 〕 〔 1,187,100 〕 〔 6,452 〕 〔 18,700 〕
1,749 182 10.4 1,183,800 6,504 17,000

【 355,140 】

　挑戦的研究（萌芽）　＊ 〔 9,001 〕 〔 1,100 〕 〔 12.2 〕 〔 2,507,100 〕 〔 2,279 〕 〔 4,800 〕
9,561 2,118 22.2 4,845,100 2,288 4,700

【 1,453,530 】

　若手研究   ＊ 〔 13,883 〕 〔 5,585 〕 〔 40.2 〕 〔 7,923,400 〕 〔 1,419 〕 〔 3,600 〕
14,771 5,928 40.1 7,999,200 1,349 3,400

【 2,399,760 】

　研究活動スタート支援   ＊ 〔 4,617 〕 〔 1,533 〕 〔 33.2 〕 〔 1,569,500 〕 〔 1,024 〕 〔 2,000 〕
- - - -

【 - 】

〔 54 〕 〔 5 〕 〔 9.3 〕 〔 247,000 〕 〔 49,400 〕 〔 77,000 〕
- - - - - -

【 - 】

　国際先導研究　＊ 〔 54 〕 〔 5 〕 〔 9.3 〕 〔 247,000 〕 〔 49,400 〕 〔 77,000 〕
- - - -

【 - 】

　　海外連携研究　＊ 〔 ― 〕 〔 ― 〕 〔 ― 〕 〔 ― 〕 〔 ― 〕 〔 ― 〕
（令和6年度公募をもって終了） ― ― ― ― ― ―

【 ― 】

〔 95,482 〕 〔 25,931 〕 〔 27.2 〕 〔 64,231,200 〕 〔 2,477 〕 〔 148,100 〕
95,140 25,430 26.7 62,949,277 2,475 163,200

【 18,884,783 】

（注2）　〔　　〕内は、前年度3月時点の実績を示す。

科研費（補助金分・基金分）配分状況一覧（令和8年度　新規採択分　主な研究種目）

研　究　種　目
研究課題数

採択率　 　（％） 配 分 額　　（千円）
１課題当たりの配分額

応　　募　　　（件） 採　　択　　　（件） 平　均　（千円） 最　高　（千円）

7月交付内定／反映は12月予定

　国際共同研究加速基金

11月交付内定予定

合　　計

（注1）　「特別推進研究」、「学術変革領域研究（Ａ）」（計画研究及び公募研究）、「学術変革領域研究（Ｂ）」（計画研究）、 「基盤研究」、「挑戦的研究」、「若手研
究」、
　　　　　

（注3）　【　　】内は、間接経費（外数）。
（注4）　＊は、基金研究種目であるため、「配分額」欄及び「１課題当たりの配分額」欄には令和8年度の当初計画に対する配分額を計上。
（注5）　四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。
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【表 3 科研費（補助金分・基金分）配分状況一覧（令和 8年度 新規採択＋継続分主な研究種目）】 

※資料 1-1-1、資料 1-1-2を基に作成

令和8年8月現在

研究課題数

　科学研究費 〔 25,926 〕 〔 54,242 〕 〔 80,168 〕 〔 169,215,727 〕 〔 2,111 〕 〔 224,500 〕
25,430 55,635 81,065 172,399,187 2,127 255,500

【 51,719,756 】

　特別推進研究 〔 8 〕 〔 42 〕 〔 50 〕 〔 4,234,100 〕 〔 84,682 〕 〔 224,500 〕
9 39 48 4,276,400 89,092 255,500

【 1,282,920 】

　新学術領域研究（研究領域提案型） 〔 - 〕 〔 3  〕 〔 3  〕 〔 7,500 〕 〔 2,500 〕 〔 3,700 〕
公募研究 - 3  3  7,554 2,518 3,700

【 2,266 】

　学術変革領域研究（Ａ） 〔 677  〕 〔 1,170  〕 〔 1,847  〕 〔 17,082,640 〕 〔 9,249 〕 〔 148,100 〕
729  1,101  1,830  17,142,402 9,367 173,100

【 5,142,720 】

計画研究 〔 147  〕 〔 568  〕 〔 715  〕 〔 13,782,600 〕 〔 19,276 〕 〔 148,100 〕
140  567  707  13,892,200 19,650 173,100

【 4,167,660 】

公募研究 〔 530  〕 〔 602  〕 〔 1,132 〕 〔 3,300,040 〕 〔 2,915 〕 〔 8,000 〕
589  534  1,123  3,250,202 2,894 8,000

【 975,060 】

　学術変革領域研究（Ｂ）　＊1 〔 81  〕 〔 167  〕 〔 248  〕 〔 2,097,700 〕 〔 8,458 〕 〔 22,000 〕
計画研究 83  166  249  2,042,530 8,203 22,100

【 612,759 】

　基盤研究 〔 16,758 〕 〔 38,121 〕 〔 54,879 〕 〔 116,552,387 〕 〔 2,124 〕 〔 126,300 〕
16,381 39,160  55,541 118,222,202 2,129 84,300

【 35,466,660 】

　基盤研究（Ｓ）　＊1 〔 69 〕 〔 290  〕 〔 359 〕 〔 10,633,900 〕 〔 29,621 〕 〔 126,300 〕
69 280  349 10,140,100 29,055 84,300

【 3,042,030 】

　基盤研究（Ａ） 〔 643 〕 〔 1,586  〕 〔 2,229 〕 〔 20,176,487 〕 〔 9,052 〕 〔 34,900 〕
612 1,723  2,335 20,850,502 8,930 32,800

【 6,255,150 】

　基盤研究（Ｂ）　＊1 〔 3,290 〕 〔 8,367  〕 〔 11,657 〕 〔 44,986,100 〕 〔 3,859 〕 〔 17,200 〕
3,281 8,427  11,708 46,206,800 3,947 16,800

【 13,862,040 】

　基盤研究（Ｃ）　＊1 〔 12,756 〕 〔 27,878  〕 〔 40,634 〕 〔 40,755,900 〕 〔 1,003 〕 〔 4,700 〕
12,419 28,730  41,149 41,024,800 997 3,800

【 12,307,440 】

　挑戦的研究 〔 1,284 〕 〔 2,073 〕 〔 3,357 〕 〔 8,567,800 〕 〔 2,552 〕 〔 18,700 〕
2,300 2,114 4,414 11,091,400 2,513 17,000

【 3,327,420 】

　挑戦的研究（開拓）　＊1 〔 184 〕 〔 459  〕 〔 643 〕 〔 3,279,600 〕 〔 5,100 〕 〔 18,700 〕
182 479  661 3,383,800 5,119 17,000

【 1,015,140 】

　挑戦的研究（萌芽）　＊1 〔 1,100 〕 〔 1,614  〕 〔 2,714 〕 〔 5,288,200 〕 〔 1,948 〕 〔 4,800 〕
2,118 1,635  3,753 7,707,600 2,054 4,700

【 2,312,280 】

　若手研究　＊1 〔 5,585 〕 〔 11,092  〕 〔 16,677 〕 〔 17,667,200 〕 〔 1,059 〕 〔 3,600 〕
5,928 11,459  17,387 18,222,700 1,048 3,500

【 5,466,810 】

　若手研究（A） 〔 - 〕 〔 1  〕 〔 1 〕 〔 600 〕 〔 600 〕 〔 600 〕
　（平成30年度公募をもって終了） - 1  1 600 600 600

【 180 】

　若手研究（B）　＊1 〔 - 〕 〔 3  〕 〔 3 〕 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕
　（平成30年度公募から若手研究に変更） - 1  1 - - -

【 - 】

　研究活動スタート支援　＊1 〔 1,533 〕 〔 1,570 〕 〔 3,103 〕 〔 3,005,800 〕 〔 969 〕 〔 2,000 〕
－ 1,591 1,591 1,393,400 876 1,900

【 418,020 】

　国際共同研究加速基金 〔 5 〕 〔 691 〕 〔 696 〕 〔 5,545,800 〕 〔 7,968 〕 〔 115,200 〕
－ 498 498 4,682,700 9,403 115,000

【 1,404,810 】

　国際先導研究 ＊1 〔 5 〕 〔 32 〕 〔 37 〕 〔 2,949,400 〕 〔 79,714 〕 〔 115,200 〕
－ 37 37 2,974,900 80,403 115,000

【 892,470 】

　海外連携研究   ＊1 〔 - 〕 〔 659 〕 〔 659 〕 〔 2,596,400 〕 〔 3,940 〕 〔 9,700 〕
　（令和6年度公募をもって終了） - 461 461 1,707,800 3,705 10,100

【 512,340 】

〔 25,931 〕 〔 54,933 〕 〔 80,864 〕 〔 174,761,527 〕 〔 2,161 〕 〔 224,500 〕
25,430 56,133 81,563 177,081,887 2,171 255,500

【 53,124,566 】

（注4）　【　　】内は、間接経費（外数）。
（注5）　＊１は、基金研究種目であるため、「配分額」欄及び「1課題当たりの配分額」欄には令和8年度の当初計画に対する配分額を計上。
（注6）「研究活動スタート支援」について、新規課題は7月に交付内定しているが、本データは6月時点のため、数値の反映は12月予定。

合　計

（注1）　本資料は、令和8年度に採択された新規課題に既に採択されている継続課題を加え集計したもの。
（注2）「特別推進研究」、「新学術領域研究（研究領域提案型）」（公募研究）、「学術変革領域研究（Ａ）」（計画研究及び公募研究）、「学術変革領域研究（Ｂ）」

　（計画研究）、　「基盤研究」、「挑戦的研究」、「若手研究」、「研究活動スタート支援」、「国際共同研究加速基金（国際先導研究）」及び
　「国際共同研究加速基金（海外連携研究）」について集計・掲載。

（注3）　〔　　〕内は、前年度3月時点の実績を示す。

科研費（補助金分・基金分）配分状況一覧（令和8年度　新規採択+継続分　主な研究種目）

研　究　種　目 配 分 額　　（千円）
1課題当たりの配分額

新　　規　　（件） 継　　続　　（件） 合　　計　（件） 平　均　（千円） 最　高　（千円）
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（Ⅱ）研究者の属性別の状況について（資料 2） 

＜女性研究者の状況＞ 

○ 女性研究者に係る新規採択件数は、5,977 件となっており、160 件の増加となっています。(※1)

なお、割合は、全体の採択件数の 23.5％を占めています（図 4-1）。 男女別における新規採択率は、

男性が 26.6％、女性が 27.2％となっており、女性の方がやや高くなっています。

（※）1 前年度の比較は令和 8 年 3 月公表データに基づく。なお、今回公表データに合わせ、前年度データ

からも研究活動スタート支援と国際共同研究加速基金（国際先導研究）を除いた件数となる。 

【図 4-1 男女別 応募・採択の状況（新規）】 

【図 4-2 女性研究者登録人数・比率の推移】 【図 4-3 女性の応募・採択状況の推移】 
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＜40 歳未満の研究者の状況＞ 

○ 40 歳未満の研究者に係る新規採択件数の割合は、全体の 32.1％となっています（図 5-1,5-2）。

○ 40 歳未満の研究者の新規採択率は 38.5％となっており、全体平均の 26.7％を 11.8 ポイント上回

っています（図 6）。

【図 5-1 年齢別 応募・採択の状況（新規）】 

年齢別 応募件数・採択件数 

【図 5-2 年齢別 応募・採択の状況の推移】 【図 6 年齢別 採択率の状況（新規）】 
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（Ⅲ）研究機関種別の状況について（資料 3） 

○ 新規課題に係る応募件数・採択件数及び応募額・配分額について、研究者が所属する研究機関種

別の割合を見ると、昨年度と同様、国立大学、私立大学、その他（国立研究開発法人、大学共同利用

機関法人、短期大学、高等専門学校 等）、公立大学の順となっています（図 7-1）。

【図 7-1 研究者が所属する研究機関種別に見た応募・採択の状況（件数・額）（新規）】 

（注 1）研究代表者が所属する機関により整理。 

（注 2）四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。 

【図 7-2 研究者が所属する研究機関別に見た採択件数の令和 7年度と令和 8年度の比較（新規）】 

【図 8 研究者が所属する研究機関種別に見た採択件数比率の推移（新規）】 
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○ 研究者登録人数と新規応募件数との比率について見ると、国立大学の比率が最も高く、50.0％と

なっています（表 4）。

【表 4 研究者登録人数と科研費への応募件数】 

区 分 研究者登録人数（①） 新規応募件数（②） 比率（②/①） 

国立大学 85,955 人 43,027 件 50.0% 

公立大学 22,070 人 8,476 件 38.4% 

私立大学 128,393 人 32,759 件 25.5% 

その他 56,917 人 10,878 件 19.1% 

計 293,335 人 95,140 件 32.4% 

（注）「研究者登録人数」は令和 7 年 11 月時点での所属により分類。 
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資料1-1-3

【基金種目】 令和8年8月現在

　学術変革領域研究（Ｂ）　 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕
　（計画研究） 690        83 12.0 2,076,131 25,014 46,200

【 622,839 】

　基盤研究（Ｓ) 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕 〔 - 〕
606        69 11.4 10,252,800 148,591 150,600

【 3,075,840 】

　基盤研究（Ｂ） 〔 12,312  〕 〔 3,290 〕 〔 26.7 〕 〔 47,477,900 〕 〔 14,431 〕 〔 20,000 〕
13,155    3,281 24.9 48,207,800 14,693 19,200

【 14,462,340 】

　基盤研究（Ｃ） 〔 46,497  〕 〔 12,756 〕 〔 27.4 〕 〔 43,002,300 〕 〔 3,371 〕 〔 5,000 〕
47,969    12,419 25.9 41,111,000 3,310 5,000

【 12,333,300 】

　挑戦的研究（開拓） 〔 1,664  〕 〔 184  〕 〔 11.1 〕 〔 3,608,600 〕 〔 19,612 〕 〔 20,000 〕
1,749 182 10.4 3,597,400 19,766 20,000

【 1,079,220 】

　挑戦的研究（萌芽） 〔 9,001  〕 〔 1,100  〕 〔 12.2 〕 〔 5,392,400 〕 〔 4,902 〕 〔 5,000 〕
9,561 2,118 22.2 10,392,800 4,907 5,000

【 3,117,840 】

　若手研究 〔 13,883 〕 〔 5,585 〕 〔 40.2 〕 〔 19,002,200 〕 〔 3,402 〕 〔 3,800 〕
14,771 5,928 40.1 19,347,300 3,264 3,700

【 5,804,190 】

　研究活動スタート支援 〔 4,617 〕 〔 1,533 〕 〔 33.2 〕 〔 2,973,000 〕 〔 1,939 〕 〔 2,100 〕
7月交付内定／反映は12月予定 - - -

【 - 】

　特別研究員奨励費 〔 2,551 〕 〔 2,551 〕 〔 - 〕 〔 5,117,300 〕 〔 2,006 〕 〔 4,200 〕
2,221 2,221 - 4,449,300 2,003 3,000

【 397,710 】

研　究　種　目
研究課題数

採択率（％）
配分額
（千円）

１課題当たりの配分額（千円）

応　募 （件） 採　択　（件） 平　　均 最　　高

研　究　種　目
研究課題数

採択率（％）
配分額
（千円）

１課題当たりの配分額（千円）

応　募 （件） 採　択　（件） 平　　均 最　　高

研　究　種　目
研究課題数

採択率（％）
配分額
（千円）

１課題当たりの配分額（千円）

応　募 （件） 採　択　（件） 平　　均 最　　高

研　究　種　目
研究課題数

採択率（％）
配分額
（千円）

１課題当たりの配分額（千円）

応　募 （件） 採　択　（件） 平　　均 最　　高

研　究　種　目
研究課題数

採択率（％）
配分額
（千円）

１課題当たりの配分額

応　募 （件） 採　択　（件） 平　　均（千円） 最　　高（千円）

研　究　種　目
研究課題数

採択率（％）
配分額
（千円）

１課題当たりの配分額

応　募 （件） 採　択　（件） 平　　均（千円） 最　　高（千円）

研　究　種　目
研究課題数

採択率（％）
配分額
（千円）

１課題当たりの配分額

応　募 （件） 採　択　（件） 平　　均（千円） 最　　高（千円）

科研費（基金分） 配分状況一覧（令和8年度　新規採択分）

研　究　種　目
研究課題数

採択率（％）
配分額
（千円）

１課題当たりの配分額

応　募 （件） 採　択　（件） 平　　均（千円） 最　　高（千円）
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資料1-1-3

　国際共同研究加速基金 〔 54 〕 〔 5 〕 〔 9.3 〕 〔 2,648,700 〕 〔 529,740 〕 〔 530,000 〕
 （国際先導研究） 11月交付内定予定 - - - -

【 - 】

　国際共同研究加速基金 〔 341 〕 〔 113 〕 〔 33.1 〕 〔 1,259,900 〕 〔 11,150 〕 〔 11,800 〕
 （国際共同研究強化） 2月交付内定予定 - - - -

【 - 】

　国際共同研究加速基金 〔 108 〕 〔 27 〕 〔 25.0 〕 〔 1,120,200 〕 〔 41,489 〕 〔 46,500 〕
 （帰国発展研究） 2月交付内定予定 - - - -

【 - 】

（注3）　【　　】内は、間接経費（外数）。
（注4）　「配分額」欄及び「1課題当たりの配分額」欄には研究期間全体の配分額を計上。
（注5）　「研究活動スタート支援」について、新規課題は7月に交付内定しているが、本データは6月時点のため、数値の反映は12月予定。

（注2）　〔　　〕内は、前年度3月時点の実績を示す。「学術変革領域研究（B）」（計画研究）及び「基盤研究（S）」は令和8年度から基金研究種目のため前年度
実績は記載していない。

（注1） 本資料は「資料1-1-1」のうち、基金研究種目である「学術変革領域研究（B)」（計画研究）、「基盤研究（S）」、「基盤研究（Ｂ）」、「基盤研究（Ｃ）」、「挑戦
的研究」、「若手研究」、「研究活動スタート支援」、 「特別研究員奨励費」及び 「国際共同研究加速基金（国際先導研究）」に「国際共同研究加速基金（国際共
同研究強化）」、「国際共同研究加速基金（帰国発展研究）」を加え、集計したもの。

研　究　種　目
研究課題数

採択率（％）
配分額
（千円）

１課題当たりの配分額（千円）

応　募 （件） 採　択　（件） 平　　均 最　　高

研　究　種　目
研究課題数

採択率（％）
配分額
（千円）

１課題当たりの配分額（千円）

応　募 （件） 採　択　（件） 平　　均 最　　高

研　究　種　目
研究課題数

採択率（％）
配分額
（千円）

１課題当たりの配分額（千円）

応　募 （件） 採　択　（件） 平　　均 最　　高
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